
森町立飯田小学校  

いじめ防止基本方針  

 

令和５年度 

 

 いじめは、人として決して許されない行為である。法律において｢児童等は、いじめを行ってはなら

ない｣と、いじめの禁止がもりこまれた。しかし、いじめは、どの学校にも、どの学級にも、どの児童に

も起こり得るものであるという基本的認識のもと、学校、家庭、地域が一体となって、未然防止、早期

発見、早期対応に取り組むことが重要である。  

 この方針は、本校の全ての児童が、楽しく豊かな学校生活を送ることができるよう、いじめのない

学校づくりを進めるために策定した。  

 

（１） いじめの定義 

 

 「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通

じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているも

のをいう。  

【平成２５年９月２８日施行 いじめ防止対策推進法（第２条）より】  

 

 

（２） いじめ防止のための基本的な姿勢  

 

① 学校、学級内で児童一人一人が認められ、お互いを大切にし合う温かな人間関係を築く。 

② 学校、学級内にいじめを許さない雰囲気を作り、いじめを未然に防止する。  

③ 児童、教職員の人権尊重の意識を高める。 

④ 児童の思いやりの心や命の大切さを育む道徳教育や学級指導を充実する。 

⑤ 児童一人一人の変化に気付く感覚や、児童・保護者からの話を親身になって聞く姿勢をもつ。

⑥ いじめを早期に発見し、速やかに報告するとともに、組織的対応を行い、いじめ問題を早期に 

 解決する。 

⑦ いじめ問題について、保護者・地域・関係機関との連携を深める。  

 

 

（３） 校内生徒指導・いじめ・不登校・体罰対策委員会の設置  

 

① 構成員・・・校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、各学級担任、学年主任、養護教諭、その  

他校長が認める者（SSW、SC）とする。また、必要に応じてＰＴＡ代表やＳＣ、等を加え 

る。 

② 内 容・・・本校におけるいじめ防止等の取組に関することや、相談内容の把握、児童・保護者  

へのいじめ防止の啓発に関することを行う。  

       いじめの相談があった場合には、当該担任を加え、事実関係の把握、関係児童・保  

護者への対応について協議し、実際の指導に生かす。なお、いじめに関する情報に  

ついては、児童の個人情報の取り扱いに考慮しながら、本校の教職員が共有するよ  

うにする。 

③   評  価・・・年度毎の取組において、児童、保護者からのアンケート調査、教職員の評価を行 

い、その結果を公表し次年度の取組の改善に生かす。  

 



 

 

 

（１） 学級･学校経営の充実  

 

① 学級づくり・・・児童に対する教師の受容的、共感的態度により、児童一人一人の良さが発

揮され、互いに認め合い、支え合い、助け合う学級づくりに努める。特に配

慮が必要な児童に対しては、適切な支援を行うとともに、他の児童にも必要な

指導を組織的に行う。 

② 規範意識 ・・・学級や学校のルールや規範が守られるような指導を継続して行う。 

③ 機会の設定・・児童自らがいじめについて考える機会を設定し、主体的にいじめをなくす態

度を育てる。  

 

 

（２） 楽しい授業･わかる授業づくり  

 

① 教科指導の充実・・・全ての児童が、主体的に活動したり、互いに認め合ったりする中で、

「わかった、できた」という達成感を味わえるよう、教科指導を充実す

る。  

② 基礎･基本の徹底・・一人一人の児童の定着度や課題の把握に努め、基礎的･基本的事項

の徹底習得を図る。  

 

 

（３） 教育活動全体を通した道徳教育  

 

① 思いやり･生命・人権・・・道徳の授業を要に、「思いやり」「生命･人権」や、旭が丘中学校 

区一貫教育共通重点項目である「規則の尊重・公徳心」、「親切・ 

思いやり」を大切にする指導の充実に努める。  

②   いじめを許さない心情・・道徳の授業に、いじめを題材として取り上げることを指導計画に

位置づけ、いじめを許さない心情を深める。  

 

 

（４） 心の居場所づくり学級活動  

 

① 社会性の育成・・・人間関係プログラムや QU テスト等を活用し、コミュニケーション力や社  

会性を養う。 

② 人間関係の深まり・・・自分たちで話し合って係活動の組織を作り、自主的に活動を行うこ

とにより、自己有用感や協力･信頼に基づく友情を大切にする意識

を高める。 

 

 

（５） 自主性・協調性を育成する学校行事  

 

① 成就感や達成感、人間関係の深化が図られるような行事を企画、実施する。  

 

 

（６） 幼小中の連携 

 

① 求める子供像「出口からの出発」の明確化･共有化（素直で品格のある子・学び続ける子 

  ・考え行動する子）を図るとともに、一貫した取組を推進する。  

 

 

（７） 保護者や地域への働きかけ  

 

① いじめのもつ問題性や家庭教育の大切さなどを理解してもらうために、ＰＴＡ総会や学校・ 

学年だより、懇談会等による広報活動を積極的に行い、保護者や地域の理解・協力を得 

る。  

 



 

 

 

（１） 教師による日々の観察  

 

① 子どもと共に・・・始業前、休み時間や昼休みの機会に、児童の様子に目を配る等、子ども

たちと共に過ごす機会を積極的に設ける。 

②  関係の把握・・・学級内の人間関係を把握するように努め、気になる言動が見られた場  

                  合、適切な指導を行い、関係修復に当たる。  

③ 全教職員で・・・全教職員が、些細なサインを見逃さず、きめ細かい情報交換を日常的に行

い、いじめの認知に関する意識を高めると共に、協力体制を整える。 

 

 

（２） 的確な情報収集  

 

① 生活アンケート・・・各学期毎に生活アンケートを実施するが、実態に応じて随時実施する

こととする。 

② ＱＵアンケート・・・  １学期と２学期にＱＵアンケートを実施し、学級や個人の実態把握のた

めの資料として活用する。  

 

 

（３） 教育相談の充実 

 

① 組織的な対応・・・児童の変化に組織的に対応できるようにするため、生徒指導主任を中 

心に、担任、養護教諭、スクールカウンセラー、校内の全教職員がそれ 

ぞれの役割を相互理解した上で協力し、保護者や関係機関等と積極的  

に連携を図る。 

② 環境づくり・・・   日常生活の中での教職員の声掛け等、児童が日頃から気軽に相談でき

る環境をつくる。 

 

（４） 保護者との連携  

 

① いじめの発見のきっかけは、保護者からの訴えが多いことから、いじめられている児童は、  

家庭でも様々なサインを出していると考えられる。いじめの早期発見には、保護者の観察  

と協力が不可欠である。懇談会や家庭訪問、夏季教育相談の際に、いじめ問題に対する  

学校の指導方針や状況等を伝えながら、連携して早期発見及び解決に当たる。 

 

 

（５） 自主性・協調性を育成する学校行事  

 

① 校内研修の実施・・・教職員の共通理解を図るために、少なくとも年１回以上、教職員の人 

権意識の向上やいじめをはじめとする生徒指導上の諸問題に関する  

校内研修を実施する。  

② ＰＤＣＡサイクル・・・児童や保護者、教職員アンケートをもとに取組が計画的に行われている

か、いじめへの対処がうまくいっているか検証を行い、必要に応じて基本 

方針や計画の見直し等を行う。 

 



 

 

 

（１） いじめ対応の基本的な流れ  

 

 いじめ情報の 

 キャッチ 

 

 

   ●「校内いじめ防止対策委員会」を開く。  

   ●いじめられた児童を徹底して守る。  

   ●見守る体制を整備する。（休み時間、清掃、放課後等）  

 

 

 

 正確な 

 実態把握 

 

 

 指導体制、 

 方針決定 

 

 

 児童への指導、支援  

 保護者との連携 

 

 

 今後の 

 対応 

 

 

（２） いじめへの即時対応の取組  

 

① 組織を活用した状況調査  

 ◆ いじめの兆候を認知したら、生徒指導主任に報告し、複数の職員で状況調査を実施し、即時

対応を図る。 

 ◆ 「校内いじめ防止対策委員会」を開催し、組織的な状況調査を実施する。  

② 町教委への報告  

 ◆ いじめを認知し次第、教頭が町教委へ第一報を入れる。 

③ いじめられている児童の保護  

 ◆ 全職員の共通理解を図り、確実な見守りを実施する。 

 ◆ 必要に応じ別室等を確保し、確実な保護を図る。 

④ いじめをしている児童への指導  

 ◆ 複数の教職員で的確な指導に当たる。 

 ◆ 必要に応じ管理職による指導を実施する。 

⑤ いじめられている児童の保護者への対応  

 ◆ 定期的に情報を提供し、丁寧に対応策を協議する。 

⑥ いじめをしている児童の保護者への対応  

 ◆ 定期的に情報交換を行い、連携した対応に当たる。 

⑦ その他の児童に対する対応  

 ◆ 学級担任による児童への説明と指導を実施し、いじめ解消を図る。  

 ◆ 全校集会を開催し、いじめの解消、未然防止を図る。  

 

 

（３） いじめの重大事態への対処  

 

① 関係機関への報告・・・生命・心身又は財産に重大な被害があり、又は相当期間にわたり

被害児童が欠席を余儀なくされるなどの重大事案が発生した場合、速や

かに町教委に事案発生の報告をすると共に、必要に応じて専門機関や警

察等、関係機関への通報を行い、支援を要請する。  

② 調査委員会・・・町教委との調査委員会の中で、事実関係の確認、被害児童及び加害児童

の今後の指導方針について協議する。 

③ 申し立て・・・児童や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申し立てがあったとき

は、重大事態が発生したものとして報告・調査等に当たる。  

 

 

 

   



４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年間を
通して行
うこと

児童に対する情報交換
【毎週水曜日に行う打合せ】

毎月初めに実施する委員会活
動

集団登校での様子を把握
【毎月１日、１５日に実施する「や
まびこ」挨拶当番】

一
学
期

二
学
期

三
学
期

●生活アンケートの実施 ●行事等を通した人間関係づく
り
【６年生を送る会】
●他学年との人間関係作り
【ペア学年遊び】

●保護者との情報交換
【学級懇談会】

●行事等を通した人間関係づく
り
【卒業式】

●学校評価の実施 ●行事等を通した人間関係づく
り
【校内持久走記録会】
●学校評価の実施

●学校評価の実施

●学級組織の再編
【係活動】
●行事等を通した人間関係づく
り
【長縄記録会】

●ＱＵアンケート（２回目）
●生徒指導委員会

●行事を通した人間関係づくり
【運動会】

●幼小中での情報交換
【校区一貫研全体会】

●行事等を通した人間関係づく
り
【修学旅行】

●保護者との情報交換
【学級懇談会】

●幼小中での情報交換
【校区一貫研全体会】

●学級組織の再編
【係活動】
●他学年との人間関係作り
【ペア学年遊び】

●ＱＵアンケートの結果をふま
えた考察と対応策

●人間関係プログラムの実施
【学級活動】
●行事等を通した人間関係づく
り
【５年生宿泊訓練】
●情報モラルの理解
【４年生情報モラル教室】
●他学年との人間関係作り
【ペア学年遊び】

●保護者との情報交換
【学級懇談会】
●学校評価の実施

●人間関係プログラムの実施
【学級活動】

●保護者との情報交換
【夏季教育相談】

●「いじめ防止基本方針」につ
いての検討
【職員会議】
●いじめ対策に関わる共通理
解
【職員会議】
●児童に対する情報交換
【生徒指導委員会】

●学級開き・学級ルールづくり
【学級活動】
●「学校生活の決まり」再確認
【学級活動】
●人間関係プログラムの実施
【学級活動】
●学級組織づくり
【係活動】

●いじめ対策についての説明・啓
発
【ＰＴＡ総会・学級懇談会】
●保護者との情報交換
【学級懇談会】
【教育相談（希望者）】

●ＱＵアンケート（１回目）
●幼小中での情報交換
【校区一貫研全体会】
【小中連絡会】
●生活アンケートの実施
●幼小中での情報交換
【保幼小連絡会】

●人間関係プログラムの実施
【学級活動】
●行事を通した人間関係づくり
【１年生を迎える会】

令和５年度　年間計画

指導の内容

教職員の活動 児童の活動 保護者との活動

５ いじめ未然防止・早期発見・早期対応の年間指導計画


